
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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平成18年９月１日（２）

の
音
楽
を
担
当
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
フ
ル
ー

ト
、
韓
国
か
ら
は
民
俗
衣
装
の
太
皷
や
踊

り
の
人
た
ち
、
中
国
か
ら
は
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
の
音
楽
と
踊
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
サ

ン
バ
等
多
彩
な
催
し
物
が
行
わ
れ
、
村
の

民
俗
芸
能
で
は
川
原
畑
の
神
楽
保
存
会
の

皆
さ
ん
に
も
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

六
日
の
二
日
目
は
祭
り
番
外
編
と
し
て
、

見
る
も
自
由
、出
演
も
自
由
参
加
と
な
り
、

ア
ル
パ
と
、
ハ
ー
ブ
の
個
性
に
満
ち
た
演

奏
が
行
わ
れ
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
頂
き
ま

し
た
。

道
志
村
の
夏
の
風
物
詩
で
も
あ
る
こ
の

音
楽
祭
は
、
道
志
の
み
な
ら
ず
京
浜
方
面

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
美
し
い
音
楽
を

聴
き
い
た
り
、
又
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
な
ど
観

客
と
一
緒
に
踊
る
な
ど
楽
し
い
一
場
面
が

あ
り
ま
し
た
。

渓
谷
の
里
も
、
こ
の
音
楽
祭
を
通
じ
人

と
自
然
と
文
化
が
調
和
し
た
輪
を
広
げ
、

地
域
づ
く
り
に
と
、東
富
士
七
里
太
皷
は
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

八
月
五
日
水
源
の
森
野
外
音
楽
堂
で
第

十
八
回
水
源
の
森
国
際
音
楽
祭
が
二
日
間

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
五
日
の
午
後
二
時
か
ら
行
わ
れ
、

東
富
士
七
里
太
鼓
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は

じ
ま
り
、
ジ
ャ
ズ
、
ハ
ー
プ
の
種
類
で
少

し
小
さ
い
楽
器
の
ア
ル
パ
を
南
米
で
活
躍

し
て
い
る
セ
シ
リ
ア
・
光
子
さ
ん
・
ハ
ー

プ
を
小
山
眞
心
さ
ん
・
中
国
の
音
楽
を
劉

宏
軍
さ
ん
、
劉
さ
ん
は
映
画
「
ラ
ス
ト
エ

ン
ペ
ラ
ー
」
や
Ｎ
Ｈ
Ｌ
ド
ラ
マ
「
陰
陽
師
」

第
十
八
回

水
源
の
森
国
際
音
楽
祭

中国　ウイグル自治区の音楽

ジャズを歌うブルース ザ ポケット

東富士七里太鼓保存会の演奏

アルパの演奏 (セシリア・光子さん）

中国のウイグル自治区の踊り



（３）

道志村漁業協同組合主催のマス釣り大会が８月14日馬場地内の道志川において盛大に行われ

ました。

このマス釣り大会は山梨県内はもとより、近県からの参加も多く今回75人の方々が参加しま

した。

一 般 の 部（5匹の総体重）

組　合　長　賞　　相模原市津久井町 秋本　昭一　３.３４kg

村　　長　　賞　　静岡市　　　　　 望月　和典　３.２２kg

議　　長　　賞　　相模原市矢部　　 佐藤　運男　２.５０kg

観光協会会長賞　　清水市　　　　　 竹沢　明広　２.３２kg

小 人 の 部（2匹の総体重）

１位　　道志村　　水越　秀幸　　０.３６kg

２位　　横浜市　　荒井　翔太　　０.３４kg

３位　　横浜市　　柿沼　公 ０.３２kg

※中学生以下の部のコンクールに、清水市、竹沢明広氏・

㈲さがみ水産道志養魚場から商品が贈呈されました。

８月12日道志村青少年ふれあいゲートボール大会が道志小学校校庭で開催

されました。

村内６地区から小学生・中学生を対称に24チーム190人が競い合いました。

毎年恒例の青少年ふれあいゲートボール大会は、夏休みを利用して行われますが、

今回20回目を迎え、子供たちも元気で熱戦を繰り広げ次の結果となりました。

１位 川原畑Ｃチーム　　　２位 長幡東Ｃチーム　　　３位 長幡東Ａチーム

関係者の皆さん暑い中、お疲れさまでした。



平成18年９月１日（４）

「
夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
」
に
よ
る

街
頭
指
導
の
様
子

秋の全国交通安全運動
9月21日(木)～30日(土) まで

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
広
く
住
民
に

交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
と
と
も
に
、
住
民
自
身
に
よ
る

道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
み
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
に
お
け
る
山
梨
県
内
の
交
通
事
故
に
つ

い
て
は
、
昨
年
同
時
期
と
比
較
す
る
と
死
傷
者

が
増
加
し
て
お
り
、
増
加
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト

一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、
住

民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
十
日
間「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

道
志
村
管
内
に
お
け
る
交
通
事
故
発
生
件
数

は
一
月
か
ら
七
月
末
現
在
で
、
七
十
二
件
発
生

し
て
お
り
、
う
ち
死
傷
者
事
故
十
一
件
、
物
損

事
故
六
十
一
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
交
通

環
境
の
変
化
に
よ
り
交
通
事
故
が
年
々
増
加
し

て
い
る
た
め
、
道
志
村
で
は
特
に
交
通
安
全
運

動
期
間
中
、
交
通
安
全
対
策
本
部
を
は
じ
め
都

留
警
察
署
、
都
留
交
通
安
全
協
会
道
志
支
部
な

ど
関
係
す
る
交
通
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

街
頭
指
導
及
び
啓
発
活
動
な
ど
を
お
こ
な
い
住

民
の
交
通
安
全
対
策
に
取
組
み
ま
す
。



（５）

9：00～17：00 9：00～16：00 8：45～18：00

取り扱いません 取り扱いません 9：00～17：00

取り扱いません 取り扱いません 9：00～14：00

9：00～19：00
8：00～ 9：00

19：00～20：00
9：00～16：00 8：45～19：00

取り扱いません 8：00～20：00 取り扱いません 9：00～17：00

取り扱いません 9：00～15：00 取り扱いません 9：00～17：00

南都留郡道志村の全地域（〒４０２－０２××地域）

道志郵便局で行っております郵便の配達及び貯金・簡易保険の集金等につきまし

て、平成18年９月11日（月）から都留郵便局（都留市下谷3－2－1）の受持に変更

させていただくこととなりました。

なお、道志郵便局は、窓口事務を行う無集配特定局として、従来どおり営業させ

ていただきます。

道志郵便局及び都留郵便局の窓口取扱時間は下記のとおりですので、ご協力くだ

さい。

注：現在使用いただいている郵便番号の変更はありません。

注：時間外窓口（ゆうゆう窓口）の取扱はありません。

道志郵便局（電話 ５２－２００１）
都留郵便局（電話 ４５－１２３３）

道志郵便局から

へ問い合わせてください。

取扱事務の一部変更のお知らせ
をいたします



平成18年９月１日（６）

元
気
な
人
が
な
る
べ
く
要
介
護
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
要
介
護
状
態

に
な
っ
て
も
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
「
新

し
い
介
護
保
険
保
険
制
度
」
と
「
地
域
支

援
事
業
」
の
二
本
柱
で
、
高
齢
者
を
連
続

的
に
支
え
て
い
き
ま
す
。

五
月
十
五
・
十
六
日
に
実
施
し
た
高
齢
者
健
診
の
結
果
、
介
護
予
防

の
た
め
の
生
活
機
能
評
価
判
定
報
告
書
に
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
必
要
」
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、
健
康
の
維
持
・
向
上
を
目
的
に
九

月
か
ら
の
　
い
き
い
き
道
志
村
健
康
教
室

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【運動器の機能向上教室】

日　時 平成18年９月６日・20日

午後１：30～3：00

（６日は開講式がありますので、

1：10には来所してください。）

場　所 福祉センター　和室

内　容 運動機能測定

自宅で出来る簡単な体操

持ち物 タオル（運動に使います）

講　師 健康運動士　早川きみ代

【創作活動教室】

日　時 平成18年９月13日・27日

午後１：30～3：00

（13日は開講式がありますので、

1：10には来所してください。）

場　所 福祉センター　和室

内　容 籘細工（かご編み）

タペストリー：月うさぎ

持ち物 エプロン

9～3月までの材料費1,000円

講　師 介護福祉士　藤井悦子

＊両教室共に、動きやすい服装でお出でください！！

今後教室の日程は、広報の行事に掲載しますのでご確認ください。

元気な
高齢者

生活機能の低下
により要支援へ
移行する危険性
のある人は

生活機能の低下
が軽く、改善す
る可能性の高い
人
（要支援1・2）

生活機能の低下
が中・重度で介
護サービスが適
切な人
（要支援1～5）

高 齢 者

介護や支援を必要とす人

（介護保険の対象者）

問い合わせ先

道志村地域包括支援センター
TEL  52－1611または、52－2113


